
                                                 

                                                              平成 18 年 8 月 21 日 
  各      位 
                                                  静岡市葵区常磐町二丁目6番地の8 

                                                    株 式 会 社  ビ ッ ク 東 海             
                                                      代表取締役社長  早川  博己 

                                                 (ＪＡＳＤＡＱ・コード 2306 ) 
                                              問合せ先  
                                              常務取締役 管理本部長  大石 容一郎 
                                                     ℡ ０３－５６８７－３１０９ 

固定資産の取得に関するお知らせ 

当社は、平成18年８月21日開催の取締役会において、下記のとおり固定資産の取得を決議いた

しましたので、お知らせいたします。 

 

記 

 
 
１．取得の理由 

現在当社は、光高速ネットワーク及びデータセンターを有し、高付加価値のサービスを提

供しておりますが、本年３月にはデータセンターの稼働率が約 90％に達し、今後のさらな

る需要増加と新たな事業展開に対応すべく「高規格次世代データセンター」をコンセプトに

新データセンターの建設を決定いたしました。 

新データセンターの建設は、情報・通信サービスユーザの増加やアウトソーシングユーザ

の増加等、今後の多様な情報・通信事業の市場拡大や高度化を見据え、情報処理、データ伝

送、光ブロードバンドインターネット及びモバイル通信事業など当社全事業にわたる広範な

事業展開を支える基盤設備として、各事業との相乗効果と情報・通信分野の需要拡大に対応

した戦略的な投資であります。 

総投資額は約 54 億円、建物設備概要は地上 5 階建、延床面積 8,135 ㎡及びラック数第 1

期 387、第 2 期 438、合計最大 825 ラックを要し、安全性、信頼性のための高規格化、高性

能化、無停電化、冗長化及び床荷重 1,250ｋｇの免震構造を施した次世代の高規格データセ

ンターとし、投資の適正化及び効率化の観点から段階的に 2 期に分けた計画といたしました。 

 

 

 

 

 



２．取得資産の内容 

資産の内容および所在地 取 得 価 額 現     況 

（土地） 

所 在 地 静岡県焼津市小柳津西ノ宮24-1 

他 

面  積 約7,860㎡ 

（第１次建設予定建物・設備） 

用  途 データセンター 

地上５階建て、免震構造 

延床面積 8,135㎡ 

最大収納ラック数 387台 

床荷重 1,250㎏f/㎡ 

 無停電電源装置・非常用発電設備の冗長化

構成 

（第２次設備増強予定） 

最大収納ラック数 438台増強 

 

購入価格 

     約300百万円

 

第１次取得額 

 建築 約1,700百万円

 設備 約2,200百万円

  計  約3,900百万円

 

 

 

 

第２次取得額 

 設備 約1,200百万円

地目 

  雑種地 

 

 

― 

合  計 約5,400百万円 － 

 

３．取得先の概要 

商 号  東海ガス株式会社 

本 店 所 在 地  静岡県焼津市塩津74-3         

 代 表 者  代表取締役社長 西郷正男 

 資 本 の 額  750百万円         

 大株主（平成18年3月31日現在）  

            株式会社ザ・トーカイ1,200千株（100％） 

主 な 事 業 内 容 静岡県焼津市、藤枝市、岡部町、大井川町にて都市ガス事業 

           静岡県焼津市、藤枝市、島田市、岡部町、大井川町にてＬＰガス事業 

当 社 と の 関 係 親会社の子会社 

 

４．取得の日程（第一次取得予定） 

平成18年10月  着工予定 

平成19年12月  竣工予定 

平成20年4月   本稼動予定 

 

５．今後の見通し 

当該固定資産の取得に係わる平成 19 年 3 月期における業績見通しへの影響につきまし

ては、平成 18 年 5 月 12 日に発表いたしました「平成 18 年 3 月期決算短信（連結）」の

業績予想に既に考慮済みのため、同日公表いたしました業績予想に変更はございません。 

尚、平成 20 年 3 月期における業績見通しへの影響につきましては、確定次第発表いた

します。 

以 上 

 


